
1 
 

2013 年 9 月 26 日 
 

フランスにおける産業と福祉 1815-1914 
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序章 問題の所在 

19 世紀以降のフランスの工業化は社会的保護の視角からいかに把握されるのか 
フランス産業界はいかなる形で社会的保護に関与していったのか 
フランス資本主義において「産業」と「福祉」の間にはいかなる関係が取り結ばれたのか 
 
1 フランス資本主義の「二重の遅滞」 

◇フランス革命後の経済発展をめぐる論争 
①企業家の反産業主義や経済的マルサス主義（生産量制限に基づく価格引き上げと利益確

保）に特徴づけられるフランス経済の長期的停滞性の指摘 
②19-20 世紀フランスの経済成長や構造変化に関わる実証研究（統計分析、金融史、経営史

など）の側から示された「停滞」論批判 
③国際比較における優劣の序列化を退けて、ダイナミズムと阻害要因の緊張関係から経済成

長のフランス的「独自の道」を析出する修正主義の登場と定説化 
 
◇修正主義（1980 年代後半～）の成果 
①フランス固有の動態的な経済・社会システムを視野に収めつつ、経済成長への指向性を

企業と国家の双方において検証 
②市場経済の活動主体である企業の合理性・革新性のみならず、市場経済を管理する国家=
官僚の構想・機構・政策実践にも積極的役割を付与 

③近年における反省と模索の段階：「順調な経済発展」を与件とする硬直性 
しかし、依然としてフランス資本主義における産業界-国家関係を問い直し続ける 

 
◇フランス社会政策史研究における「遅滞」・「停滞」の問題 
①アッツフェルドによるフランス社会保障史研究（1971 年） 
・ドイツやイギリスとの比較においてフランス社会保険制度導入の「遅滞」を指摘 

「遅滞」の一因：産業化の遅滞 / 旧態依然の経済構造の持続 
・フランス社会保障の形成過程を大企業と中小企業の力関係の中で把握 
大企業：生産力や産業福利の向上 ⇔ 中小企業：旧式技術や社会的負担回避への固執 

→社会保険制度の「遅滞」は企業淘汰（大企業の台頭）の漸進性に起因 

②コットによるフランス社会保険「遅滞」論の再検討（1995 年） 
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・アッツフェルドの先駆的業績の定説化：社会保険形成の契機を問う姿勢の希薄さ 
ex. 共済組合史研究 ：社会保険制度と共済制度を対立的に把握 

博愛運動史研究：国家からの自律性の表現として博愛主義を理解 
→「遅滞」の相対化：私的制度と公的制度の相互補完性や連続性の実証 
第三共和政下の社会立法の意義 / 国家の積極的役割 

→フランス社会保険の「遅滞」を見直す必要性 
 
◇工業化と社会的保護の相互連関から見たアッツフェルドの研究の評価 
①フランス社会保険「遅滞」論→単線的発展論に陥る危険性 

社会保障の源流としての産業福利事業を指摘 
社会的保護史研究に社会構造史的アプローチを導入 

②産業化の遅滞 / 旧態依然の経済構造の持続 / 中小企業の守旧性 →再検討の余地あり 
高い生産力を有する企業による社会保障整備への貢献を指摘 

 
◇分析視角 

フランス資本主義の歴史像「二重の遅滞」（経済発展 / 社会保障整備）の変貌過程 
①修正主義：経済成長に向けた合理性や革新性を企業の生産活動に見出す 
②アッツフェルド：企業の生産力と産業福利の相関性を示唆 

⇒基本的分析視角：19-20 世紀フランス産業の旧弊・限界に留意しつつも、その合理性・革

新性を「生産拡大と福利拡充の両立」への指向性として把握 
①工業化・社会的保護の展開と市場経済原理の関係 
産業界：市場経済の活動主体でありながらも、「生産と福祉」の非市場的調整に関与 

⇒工業化・社会的保護の展開と市場経済原理をめぐる思想・実践との連関 
市場経済原理への産業界の対応と思想潮流の関係 

②生産・福祉の展開局面における産業界と国家の関係 
産業界-国家関係を生産と福祉の複合的視角から把握 

⇒生産活動や社会的保護における国家介入に関する産業界側の認識と対応 
生産と福祉をめぐる産業界-国家関係に関する思想的観点からの理解 

 
2 工業化と社会的保護の連関の規定要因 

（1）中間団体 

◇フランス革命に伴う中間団体の状況 
フランス革命：旧体制下の中間団体の解体 / 1791 年ル・シャプリエ法による結社の禁止 

→19 世紀フランスの工業化は中間団体に依拠しない形で開始 
ただし、産業界における公式・非公式な情報交換・協議の場の形成 
労働者・職人層の社会的結合に基づく自律的世界の形成 
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→1884 年職業組合法制定による転換：職業組合結成の承認 
→1898 年共済組合憲章や 1901 年アソシアシオン法を経て中間団体の再編が進行 
 
◇社会構造論から見た革命以降の中間団体の状況 

ル・シャプリエ法による「二極モデル」の成立：個人=特殊利益と国家=一般利益の対峙 
→社会的結合の創出主体としての国家：「社会の空白状態」 
→個人と国家の中間領域の復権・再編を課題に掲げる社会学の登場 

ex. ル・プレェ学派やデュルケム学派：19-20 世紀の社会的保護に思想的影響 
 
（2）社会問題 

◇七月王政期の社会問題 
 1815 年以降のフランスは緩慢ながらも持続的な経済成長を開始 
→都市人口増加に伴う貧民地区の形成や衛生環境・治安の悪化 
→社会問題の登場：支配階層は大衆的貧困を公的秩序における恒常的問題として認識 
→モラル化（集合心性の観察に基づく民衆への指導と介入）を軸とする社会的保護の推進 
 
◇第三共和政期の社会問題 
・大不況→工場生産の低迷、農村家内工業の解体、都市手工業の危機 
・1884 年職業組合法の制定→労働運動の顕在化 
→19 世紀末には一連の社会調査や社会的保護が共和政の統治技術として展開 
ただし、社会問題の把握に関して支配階層における一致は存在せず 

→世紀転換期における「改革の星雲」の形成：労働・社会立法、各種社会改良団体、慈善・

扶助事業、産業福利事業などが多様な社会改革思想と交錯 
 
（3）経済的規範 

◇モラル・エコノミーとポリティカル・エコノミー 
モラル・エコノミー的規範：生存権＞所有権 / 市場外的要因による社会的公正の実現 
支配階層による統治の正統性：公正価格や共同体的規制に準拠した保護措置 

→19 世紀支配階層におけるポリティカル・エコノミーの浸透：流通の自由 / 契約の自由 
→共同体的規制の後退：民衆の経済的規範は市場経済原理に統合される方向へ 
 
◇ポリティカル・エコノミーと社会的経済（エコノミー・ソシアル） 

七月王政期：自由主義経済学者の政権関与 / 経済的自由主義の一大勢力の台頭 
→19-20 世紀転換期：高等教育・研究機関でのポリティカル・エコノミーの受容・制度化 
緩慢さの要因：①社会問題の影響力②農工商業の均衡的発展の重視③小規模所有の持続 

七月王政期の社会問題に伴うポリティカル・エコノミーへの対抗的思想潮流の形成 
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→社会的経済（エコノミー・ソシアル）：市場経済下の民衆の生存保障を重視 
ただし、社会的経済は明確に一貫した原則を持たず、理念的自律性を欠く 

→19 世紀末の社会問題の中で社会的経済は第三共和政の統治技術と結合 
 
3 構成 

第 1 章 1841 年児童労働法をめぐる生産と福祉 
第 2 章 アルザス地方におけるパテルナリスムの成立と展開 
第 3 章 ル・プレェ学派のパトロナージュ論と社会改革 
第 4 章 第三共和政期におけるパテルナリスムの社会的位置 
第 5 章 労働局の設立と活動 
第 6 章 世紀転換期における労災問題の展開 
 
第 1章 1841年児童労働法をめぐる生産と福祉 

◇1841 年児童労働法の提案から制定までの特徴 
・児童労働者の身体的保護の問題は広く共有されたが、特定の利害は貫徹されず 
・児童労働規制の目的に関しては議会の外部と内部の間で明瞭な相違 
①法律提案（議会外部）の主要アクター：ミュルーズ工業協会 
企業内労働力の陶冶 / 企業間競争の改善 / 生産秩序の安定化 

②法律制定（議会内部）の主要アクター：社会カトリシスム勢力 
工業化の抑制 / 農村社会の復興 / 工業労働の弊害是正 

→ただし、①と②は大衆的貧困に関わる市場経済原理への批判的見解を共有 
労働者福祉の改善や伝統的社会紐帯の強化に向けた支配階層の意志の存在 

→規範的経済理念の再構築へ：ポリティカル・エコノミーに対抗する社会的経済 
生産局面（国富の総体的増大）よりも分配局面（民衆の福祉増進）を重視 

 
◇アルザス産業界における児童労働規制の意義 
①社会問題に対応した企業内秩序の構築 
大衆的貧困や労使間の没人格的関係を市場経済との連関で把握 

→雇主の家父長的役割に基づく労使協調体制への指向性 
→労働力の再生産と定着化に向けた産業福利事業の推進 
⇒児童労働規制：労使関係改善や将来的労働力向上の手段 
②工業危機に対応した企業間競争秩序の構築 
アルザス綿工業発展の基礎：国内市場における自由競争 

→工業危機や不況局面における自由競争：過当競争激化による適正利潤形成の阻害 
⇒児童労働規制：公正な競争秩序の創出に向けた競争条件の均一化 
ただし、19 世紀的な市場規範は企業家の自己規制的な慣行によって維持 
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第 2章 アルザス地方におけるパテルナリスムの成立と展開 

◇パテルナリスムの定義と特徴 
定義：雇主が企業での家父長的権威に依拠しつつ、労働者への社会生活上の援助を通じて

労使関係の安定化を図る政策体系 
特徴：①家族共同体としての企業体 

②労使間の擬制的父子関係としての保護-服従関係 
③市場経済原理の枠外にある社会的諸便宜の供与＝非市場的調整 

 
◇パテルナリスムと地域社会 
地域社会のモラル・エコノミー的規範によるパテルナリスムの制御 

19 世紀の工業化局面における支配階層-民衆関係：地域的な食糧確保を規準に成立 
①産業界=地域支配階層：コミューンへの食糧援助を通じて民衆の生存を社会的に保障 
②労働者=民衆：公正な食糧分配を慣習的権利と認識 

→1847 年食糧騒動：食糧確保を通じた社会的公正を求める労働者=民衆の行動様式を表現 
 ex. 市当局・パン屋・粉屋に対する批判・攻撃 / 一定の自己規律に従った抗議行動 
 
◇アルザスのパテルナリスムの規定要因 
①産業界の社会的意識：市場経済の弊害や社会的保護の必要性を認識 
②都市精神の伝統：中央政府からの一定の自立性 
③工業部門の成長と農業部門の停滞：純粋な工業労働者を育成する必要性 
第二帝政期：穀物流通規制の消滅、都市への人口集中、中央集権制の強化 
→産業福利事業の本格的推進：パテルナリスムによる地域社会の再編へ 
 
◇パテルナリスムとモラル・エコノミー 
福利事業を通じたモラル・エコノミー的規範の連続性と断絶性 
①連続性：非市場的な理念に基づき、労働者の生存を地域的枠組みで保障 
②断絶性：労働者の社会的結合を排除して、労働力規律化を消費生活局面にまで拡大 
 
◇イギリス経済に対するアルザス産業界の認識 
・産業福利事業の先駆性に触発（技術的優位性と福利事業の先進性の連関を認識） 
・社会経済状況を理念・制度面から批判的に検討（ポリティカル・エコノミーを自由放任

主義の観点から批判 / イギリス工場法を企業活動への過剰規制として認識） 
 
第 3章 ル・プレェ学派のパトロナージュ論と社会改革 

◇ル・プレェ学派と社会再編 
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・階層的社会秩序観に基づき、個人と国家の中間領域を再編 / 社会への自律性の付与 
・国家介入に対する私的イニシアティヴの優位を主張 
・官僚制は国家への個人の吸収と従属を進行させると認識 
・雇主の協同性・自発性に基づく産業福利事業を積極的に評価 
 
◇ル・プレェのパトロナージュ論 
工場体制：経済危機発生や道徳性低下の元凶 
大衆的貧困=社会問題の原因：イギリス由来の経済的自由主義 

→社会問題の解決策：「社会的権威」によるパトロナージュ 
パトロナージュ：雇用の永続性や大衆の生存保障を理念的基礎とし、労働者家庭の再建

や生活給付（半農半工型の労働形態を積極的に評価）を特徴とする 
⇒七月王政期の社会カトリシスムの社会的経済を継承 

伝統的階層秩序 / 農村社会復興 / 富の創出＜福祉の分配 
 
◇シェイソンのパトロナージュ論 
社会カトリシスムとの一致：社会福祉の点でポリティカル・エコノミーの規範的再定義 
他方で、第三共和政下の新たな社会問題の存在：労働運動や農業不況 

→階級問題を考慮に入れた労使協調体制の再構築 
社会的技師の機能：近代的工場制度や科学技術に立脚した労働者統合 
農工兼業の放棄（ex. 協同組合制度の奨励：パトロナージュとアソシアシオンの融合） 
国家の関与：調査実施、児童・婦人保護、衛生問題などについては条件つきで是認 

 
◇パトロナージュ論をめぐるル・プレェとシェイソンの比較 
①各時代に固有の社会問題がパトロナージュ=社会的保護の態様を規定 
⇒労使関係や労働形態に関する明瞭な相違 
②社会問題は一貫して資本主義の展開に連動 
⇒市場経済原理の批判的検討や労働者の生存保障の点で一致 

イギリス由来のポリティカル・エコノミーへの対抗潮流を形成 
 
◇1867 年パリ万博新褒賞部門 
①パトロナージュ実践の表彰：産業福利事業の社会的承認 
社会改革に社会的経済を適用する試み（1889 年パリ万博での言及） 

②新褒賞部門とパテルナリスムの間の理念的な「ずれ」 
新褒賞部門：ル・プレェの影響の下で伝統的な農工兼業を重視 

⇔パテルナリスム：労働者の「土地からの全面的離脱」に基づく工業発展を展望 
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第 4章 第三共和政期におけるパテルナリスムの社会的位置 

◇パテルナリスムの成立要因と基本的理念 
①労働力の安定的調達（←人口動態、産業立地、熟練度などによって規定） 
労働力の質的・量的安定性の追求 

→生産と消費の両局面における規律化の推進 
モラル化：労働者の集合心性の観察に基づく指導と介入 

②市場経済進展に伴う労働・生活条件の不安定化 
19 世紀前半：大衆的貧困の出現 

→産業界における経済的自由放任主義批判 
→産業福利事業を通じた労働者の社会的生存保障：モラル・エコノミー的経済倫理 
→第三共和政期：新たな社会問題に対応した階級協調・共和政維持の機能 
③中央集権化や国家介入に伴う産業界と国家の対抗関係 

フランス革命による社団的編成の理念的解体 
国家：一般利益の体現者 / 官僚制の整備⇔産業界：公共的領域での活動拡大 

→第三共和政期の社会問題に対応した労働・社会立法 
国家：労使関係への介入強化⇔産業界：企業を拠点とする中間団体再編や公共性確立 

 
◇ポン=タ=ムソン社におけるパテルナリスムの展開 
①転換点としての 1905 年ストライキ 
ロレーヌ産業界：ムルト=エ=モーゼル鉱山・鉄鋼協会の設立 
ポン=タ=ムソン社：労働者監視の強化 / 雇主の言説の増大 / 各種福利事業の拡充 

②パテルナリスム言説 
 メダル受賞者祝宴：長期勤続と結合した労使協調の演出 / パテルナリスム言説形成の場 
言説の特徴：モラル化や生存・雇用保障を通じた企業の公共性の創出 
言説における連帯概念：連帯主義を想起させつつも本質的にはパトロナージュ論に合致 

③産業福利事業 
 労働力定着化や生存保障を通じた労使協調体制の構築 / 持続的な生産拡大と並行 
パトロナージュと連帯の混合：社会改革でのパトロナージュ論と連帯主義の接近を示唆 

 
◇社会改革における産業福利事業 
①パトロナージュ論と産業福利事業 
パトロナージュ論：市場経済原理の批判 / 国家介入に対する私的イニシアティヴの優位 

→産業福利事業に社会改革の実践手段としての正当性を付与 
②1889 年パリ万博における社会的経済展覧会 

社会的経済：七月王政期の出現以来、理念的独自性を欠いた状態に置かれる 
→社会的進歩の理念として復興 / 第三共和政の統治技術と結合 
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アソシアシオンや私的イニシアティヴに立脚した生存保障制度の包括的概念 
第 14 部門：産業福利事業を社会的経済の一形態として承認 

 
◇社会的経済をめぐるパトロナージュ論と連帯主義 
①連帯主義の台頭 

社会的経済展覧会→社会博物館の設立（1894 年） 
→社会博物館における多様な社会改革理念の議論 
連帯主義の台頭：第三共和政の労働・社会政策思想 

②1900 年パリ万博における連帯主義 
連帯主義：相互化の観点からアソシアシオンに基づく諸個人の社会的生存保障を提言 

→社会的経済に合致 
→1900 年パリ万博社会教育国際会議：連帯主義と社会的経済の理念的結合 
③パトロナージュ論と連帯主義 
・社会的権利・義務をめぐる認識の相違 
・社会的生存保障としての共済組織の奨励、アソシアシオンに基づく公的秩序の是認、自

由放任主義と集産主義への批判に関して見解を共有 
⇒社会的経済は両者の結節点として機能 
 
第 5章 労働局の設立と活動 

◇労働局と国家介入 
世紀転換期の社会調査や社会的保護：第三共和政の統治技術として台頭 

→労働局（1891 年設立）：労働・生産に関する実態調査期間 
①フォンテーヌ：労働官僚 
 国民の生存を保障する「道徳的規範の番人」としての国家：19 世紀前半以来の連続性 
社会の異質な構成要素を連帯させる主体としての国家：連帯主義の影響 

②シェイソン：ル・プレェ学派 
統計の精緻化に限定した国家介入を容認 

→保険統計整備の遅滞に関して労働局を批判 / 私的イニシアティヴに傾倒 
 
◇労働局と経済近代化 
アンベール：労働生理学研究 
労働局との連携：労働疲労の視点から社会問題の解決策を模索 
生産力増大を通じた福祉拡充の展望：労働時間短縮による生産性上昇 / 機械化推進 

⇔シェイソン：パトロナージュ論 
1906 年週休法を通じた国家介入を容認 
週休の意義：労働者家族のモラル化を通じた社会の安定化 



9 
 

生産性の低い小工業の温存を容認：二重構造論（近代化抑制論） 
 
◇1906 年週休法運用をめぐる国家-産業界関係 

鉄鋼業界：価格競争激化→昼夜連続操業のための安定的労働力供給の必要性 
労働時間短縮に対する否定的見解 / 週休法導入に反対 
労働局との情報交換能力を武器に労働監察局を牽制 

労働局：1906 年週休法特例事項の作成 
フランス鉄鋼協会との連携 
鉄鋼業界の意向に沿った現状維持を選択：緩やかな国家介入 

 
第 6章 世紀転換期における労災問題の展開 

◇1898 年労災補償法の制定 
①「職業的リスク」に基づく無過失責任原則：従来の市民法的な解釈からの転換 

定率塡補制：民事責任の一般法の排除 / 雇主の有限責任→労使間の負担バランスを考慮 
⇒賠償額の正確な算定、保険を通じた危険の予測・分散が可能に→産業界による受容 
②議会：相互扶助原理に基づく保険制度を支持 
 産業界：国家管理型強制保険の回避→フランス鉄鋼相互保険組合金庫の結成（1891 年） 
⇒任意保険制度の採用→産業界主導の相互保険組合の発展 
 
◇労災防止をめぐる産業界と労働監督局 
①産業界：フランス労災事故防止企業家協会の結成（1883 年） 

労災補償法案との関係で国家介入を警戒しつつも、政府との協調関係を構築 
他方で、会員の現実的要求への配慮や譲歩→安全対策をめぐる労働監督局との対立 

②労働監督局：1890 年代以降の衛生・安全関連法令による活動領域の拡大 
専門的技術官僚から構成→労使双方との距離を置きつつ衛生・安全問題に関与 

 
◇社会改革思想から見た労災問題 
①ブルジョワの連帯主義 
利益とリスクの相互化による「公正」実現 / 相互扶助組織を通じた予見は諸個人の義務 
労災補償法制定：社会的リスクに対する集団的保険組織化の一大契機 
リスクの相互化を担う自発的な協同組織と国家の補完関係を是認 

②シェイソンのパトロナージュ論 
雇主後援の労災補償は社会平和の基礎 / 産業界主導の労災防止は社会的義務行為 
職業的リスク：大工業に固有の概念 / 法的規定に拘束力を見出さず 
労災補償対策を雇主の自発性に委ね、保険の担い手を私的任意団体に求める 

⇒①と②の間には「リスク」概念の射程や保険組織化の意義に関して隔たりが存在 
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労災補償問題に関しては相互扶助原理に基づく自律的な中間団体を志向する点で一致 
 
◇労災事故国際会議の結成と活動 
 労災事故国際会議（1889 年結成）：社会改革として労災問題を議論する場 
→ドイツの保険制度へのフランス産業界の対抗 

フランスにおける国家管理型保険導入への批判や牽制 
→1898 年労災補償法制定後、議論の重心は労災統計の問題へ（フランス公式統計の遅れ） 
→社会改革の領域の拡大に伴い、保険制度の包括的な議論の場へと変容 
 
◇労働生理学と労災問題 
 労働生理学：労災問題への自然科学的接近法（ex. 職業的疲労と労災事故の関係の分析） 
労働時間と労災事故の関連性の提示 / 労災事故＝社会の総エネルギー減少として把握 

→労働時間に関わる国家介入を総エネルギー保全行為として正当化 
8 時間労働の合理性を主張 / 労働時間規制の先に機械化推進や労働生産性上昇を展望 

→労働省との連携：労災問題、労働時間短縮、経済近代化を連関づけた政策提言 
 
終章 総括 

1 工業化・社会的保護の展開と市場経済原理 

◇1841 年児童労働法 
・1820 年代以降のアルザス産業界は生産過剰や過当競争の問題に直面 

→児童労働規制の提案：適正利潤形成の観点から公正で安定的な自由競争秩序を追求 
ただし、19 世紀の市場規範は生産活動における自己規制的な慣行に支えられていたため、

競争秩序の強制的創出に向けた直接的な市場規制措置は講じられず 
・七月王政期の社会問題 
①アルザス産業界：市場経済の社会的弊害の認識 
労働者のモラル化や生存保障の奨励→労働者階層安定化のための児童労働保護 

②議会の社会カトリシスム勢力：労働者福祉への配慮 
工業化抑制や農村復興を念頭に置きつつ、工業労働に内在する弊害の是正を訴える 
イギリス経済学に対する批判：生産局面よりも分配局面を重視 

⇒工業労働に関する評価の相違 
他方で、労働者福祉をめぐる市場経済原理批判の共有：社会的経済の萌芽的出現 

 
◇アルザス地方におけるパテルナリスムの展開 
①工業生産に適合的な労働力再生産の確立：労働力の安定的調達と規律化 
②モラル・エコノミー的規範への配慮：市場経済の展開に対応した生存保障制度 

ポリティカル・エコノミーへの実践的な対抗潮流を形成 
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ただし、イギリス産業の法制的枠組み（ex. 工場法）を企業活動への過剰規制と認識 
 
◇第三共和政期におけるパテルナリスムの変容 
・新たな社会問題：市場経済の拡大 / 労働運動の顕在化 
→パテルナリスムは労働者の生存保障の他に階級協調や共和政維持の機能を有する 

・ポン=タ=ムソン社の事例：労使協調体制構築や公共性創出 / 言説・福利事業におけるパ

トロナージュと連帯主義の混合 
 
◇ル・プレェ学派のパトロナージュ論と産業福利事業 

ル・プレェ学派：個人と国家の中間領域の再編として階層的社会紐帯の再強化を模索 
パトロナージュ論：労働者の生存に関わる雇主の社会的責任の理論化 

→産業福利事業に社会的機能を付与 
①ル・プレェのパトロナージュ論 
社会的経済の思想的系譜：伝統的社会秩序観 / 富の創出＜福祉の分配 / 市場経済批判 
1867 年パリ万博：産業福利事業の社会的承認 / 農工兼業をめぐる理念的な「ずれ」 

②シェイソンのパトロナージュ論 
 第三共和政期の社会問題→階級協調や農工兼業放棄の考慮 / 共済・協同原理への接近 

1889 年パリ万博：社会的経済の定義（生存保障制度の包括的概念）/ 産業福利の公式化 
 
◇ブルジョワの連帯主義 
・第三共和政の労働・社会政策理念として世紀転換期に台頭 
・行政機関（ex. 労働局）の中枢に浸透 / 労災補償制度の導入に思想的影響 
・経済的自由放任主義と集産主義への批判 / 相互化やアソシアシオンに媒介される公的秩

序への指向性→1900 年パリ万博における社会的経済との理念的結合 
⇒連帯主義とパトロナージュ論の間には、社会的権利・義務に関する認識の相違が存在し

たものの、社会的経済を結節点として社会改革の実践面での相互接近が実現 
 
2 生産・福祉の展開局面における産業界と国家 

◇ミュルーズ工業協会における 1841 年児童労働法の意義 
①「産業の自由」の信奉 / 生産過剰問題をめぐる自由放任主義の批判 

→児童労働規制：工業危機に対応した企業間競争秩序の創出 
②労働者階層の不安定化に関わる社会問題の危機的認識 / 労使協調体制の推進 
 →児童労働保護：社会問題に対応した企業内秩序の創出 
 
◇パテルナリスムと産業界-国家関係 
・19 世紀の中央集権制や官僚制 / 第三共和政期の労働・社会立法 
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→産業界は労働者の生存保障を通じて公共性創出の主体として台頭 
産業福利事業に内在する「産業界の自立性」や「官僚制への対抗」 

 
◇ル・プレェ学派と国家介入 
①ル・プレェ 
・大衆的貧困を生起させる経済的自由放任主義 / 社会的権威の介入（パトロナージュ） 
・官僚制批判：中央集権的統制による個人の活動領域の侵害 / 国家への公衆の吸収・従属 
②シェイソン 
・パトロナージュの優位 / 私的イニシアティヴを侵害する官僚制の排除 
・パトロナージュ・アソシアシオン・国家の相互補完的関係 
 
◇第三共和政期の労働・社会立法における産業界-国家関係 
①産業界の実情に配慮した緩やかな国家介入 

ex. 1898 年労災補償法の定率塡補制や任意保険制度→産業界による積極的受容 
1906 年週休法特例事項に関する労働局とフランス鉄鋼協会の緊密な情報交換 

②社会的保護をめぐる産業界と労働監督局の持続的緊張関係 
ex. 安全対策に関するフランス労災事故防止企業家協会と労働監督局の対立 

1906 年週休法の運用面におけるフランス鉄鋼協会と労働監督局の摩擦 
 
◇社会改革論における産業界と国家：パトロナージュ論と連帯主義 
①労働局の機能をめぐる見解 
シェイソン：労働統計に関する留保つきの国家介入 
フォンテーヌ：分業社会における異質な要素の連帯のための国家介入 

②1898 年労災補償法への関与 
シェイソン：雇主の自発性に基づく労災補償 / 私的任意団体による保険引き受け 
ブルジョワ：社会的リスクに対する集団的保険組織化としての労災補償法 

⇒相互扶助原理に基づく自律的な中間団体を志向する点で両者は一致 
 
◇世紀転換期における労働生理学の登場 
労働生理学：生産と福祉をめぐる産業界-国家関係を職業的疲労の視角から把握 

→労働局や労働監督局との連携 / 国家による労働時間規制の科学的根拠を提示 
→労働時間短縮の先に機械化推進や労働生産性上昇を展望 
 
3 展望 

①社会的経済の歴史的展開：制度と実践 
・19 世紀における社会的経済の担い手：支配階層のみならず民衆にも見出される 
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ex. 民衆による主体的なアソシアシオン形成（→1901 年アソシアシオン法に伴う転換） 
・社会的経済の歴史的源流：社会主義 / 社会キリスト教主義 / 連帯主義 / 自由主義 
・20 世紀以降の社会的経済は複雑な制度化や統合化による分散傾向 
②経済近代化と官僚制メカニズム：近代化・合理化をめぐる構想と実践 
・フランス産業界における「生産の優位性」と「福祉の先進性」の相互連関 
・パテルナリスムは生産拡大と福利拡充の両立を指向するが、革新性や合理性の点で限界 
・労働生理学者は技術革新・生産力上昇の可能性を展望しつつ、労働官僚との連携を模索 
→労働官僚の動向は 1919 年八時間労働法に帰結 

・第一次世界大戦の経験によるフランス経済の「相対的遅れ」の認識 
→経済近代化構想を通じた国家介入の新たな役割の提起 
→第二次世界大戦直前の近代化論の再燃→近代化に向けた戦後の国有化・計画化 

③労働・社会政策の国際化とフランス資本主義：生産と福祉の進展 
・19 世紀末以降の社会的保護をめぐる国際的な相互作用や並行性 
・20 世紀の国際労働政策形成における労働官僚の役割 

ex. 国際労働者法的保護協会や国際労働機関へのフォンテーヌの関与 
・諸国間の経済的・社会的な相互作用を念頭に置きつつ、「官僚制の国際的展開」と「労働

力移動や企業活動の国際化」を視野に入れる必要性 
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